
発行日 2016 年 5 月 1日 ６ 

. 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この原稿依頼を受けた日の、朝

のワイドショーで、大阪の市立中

学校の校長先生が、「女性にとっ

て最も大切なことは子どもを2人

以上産むことで、仕事でキャリア

を積む以上に価値があること」と

全校集会で発言されことが大きな

話題になっていました。この冊子

が出回るころにはもう忘れられた

出来事になっているかもしれませ

んが、せっかく紙面をいただいた

ので、この話題について私が考え

たことを書こうと思います。 

 校長は「長い発言の一部を切り

取られた。子育てが楽しいことだ

と子どもたちに伝えたかった」と

もおっしゃっていて、このフレー

ズ一つで突然全国からバッシング

され、マスコミに追い回され、気

の毒でした。この日のお話しの全

文としてネット上などに掲載され

た文章を読むと、諸事情で子ども

を産めない場合、「里親になって

育てることはできる」の言葉や

「子育ては必ず夫婦で助け合いな

がらするものです」ともあり、

「決して子育てを女性だけに押し

付けているわけではない」「少子

化への問題提起として読めばそこ

まで間違ったことは言っていない」

と支持する人もたいへん多かった

とも報じられました。 

 でも私は、全文を読んでもやっ

ぱり「なんだか嫌だ」と感じ、理

由を考えてみました。発言に込め

られた「女性は子どもを産むのが

良きこと」「子育ては楽しいもの」

という圧力が、そして「女性は」

と束ねられることが、私は嫌なん

だなと思いました。実際には産め

ない女性もいます。育てるのがど

うしても苦手な女性もいます。男

女が協力して子育てできない場合

もあります。「これが正しい姿」

と決めつけられると、とても息苦

しい。国の少子化の危機を救うた

めに子どもを産むのではないし、

子どもを産むことを仕事と並べら

れるのも違和感がありました。一

律に「産みなさい」ではなく、産

みたいと思っても色々な事情であ

きらめなければならない人がいな

い、安心して産み育てられる社会

を、あらゆる立場の人たちが協力

して創っていければいい、もうち

ょっと柔らかく考えていけるとい

いのに、と、思ったのでした。 

 しばらく賛否両論が取りざたさ

れた後、校長はご自身で退職され

る、という経過をたどりました。

それはそれで、残念なことだと思

いました。白黒つけて切ってしま

うのではなく、生徒たちも含めて、

もっと話し合えればよかったのに

なあ。 みなさんは、どう思われ

ましたか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性にとって最も大切なことは…？ 

            イラストレーター 林 やよい 

       

 

●発行：特定非営利活動法人あなたらしくをサポート(愛称：らしーく)  ●mail：nporasiku@gmail.com 

 ●web：nporasiku.jimdo.com  ●facebook：www.facebook.com/nporasiku 

 

気軽におしゃべりしましょう 

「らしーくカフェ」オープン 
              

 日常生活の中で
ちょっと変だと感
じることや、一人
ひとりが自分らし
く生きられる社会
づくりのためには 

どうすれば･･･などについて、お
しゃべりをする居場所「らしー
くカフェ」を始めました。どう
ぞ、お気軽にご参加下さい。 

◆日時：毎月第2月曜 11～12時       
◆場所：伊丹市立女性・児童セン 
    ター内交流サロン講座室 
◆参加費：100円（お茶代） 
◆申込：不要。直接お越し下さい。 
◆主催：らしーく 
 



 

 

情報発信・啓発 

【男と女のおかしな！？ハナシ】 

◆Ｗｅｂサイト「いたみん」にて隔月配信 

 itami-city.jp/mp/okashina_hanashi_hyogo/ 

◆イラスト：林やよいさん（イラストレーター）  

◆コメント：平井みどりさん（神戸大学教授・医学部附属病院薬剤部長） 

【らしーく通信（メールマガジン）配信】 

◆毎月 20 日に、らしーく通信（メールマガジン）を配信。メンバーか 

らのメッセージ、事業予定などをお届けします。ご希望の方は  

nporasiku@gmail.com にご連絡下さい。ＰＣ、携帯で受信可能です。 

【ホームページ・facebook を運営】 

◆情報満載の、らしーくのホームページを、ぜひ下記のアドレスからご覧下さい。 

◆ＨＰ nporasiku.jimdo.com/ ◆ＦＢ www.facebook.com/nporasiku 

イベント・セミナー 

【知らなきゃ損だよ！カ・ガ・クの世界～伝えたい！理系進路の最新事情～】 

◆2015 年 11 月 7日（土）◆きららホール 

◆講師：近江戸伸子さん（関西科学塾 2015 実行委員、神戸大学人間発達 

環境学研究科教授） 

◆近江戸さんが、ご自身の高校時代、現在の研究内容、そして理系の 

活躍の場について、ゲームも交えながら、楽しく話されました。また、 

子どもとの接し方など、たくさんの質問も出ました。 

【私の生き方 気がつけばイラストレーター】市民みんなが先生徒講座 

◆2015 年 11 月 17 日（火）◆市民まちづくりプラザ  

◆ゲスト：林やよいさん（イラストレーター） 

◆らしーくのマスコットキャラクター「らっしー」のイラストを描いて 

下さっている林さんから、人見知りだった子ども時代、勉強少女時代、 

そして多くの人と豊かに繋がっている現在の話を、お聞きしました。 

参加者からは「とても感動した」「心あたたまる話が聞けて良かった」

との感想をいただきました。 

【寸劇・らしーくタイム】 

◆2016 年 3 月 5日（土）◆女性・児童センター 

「国際女性デーin 伊丹 いたみミモザの日」に、「男と女のおかしな！？

ハナシ」を寸劇に仕立てた「らしーくタイム」で出演しました。ご覧にな

った方から「楽しかった」とのメッセージをいただきました。 

【話題の本で話そう『ルワンダの祈り』（後藤健二・著）】 

◆2016 年 3 月 12 日（土）◆伊丹市立図書館・ことば蔵 １階交流フロア 

◆20 年前の虐殺から復興し女性国会議員比率が世界 1位なったルワンダ。

なぜ紛争が起こるのか、なぜ日本はジェンダーギャップ指数が世界 101 位と

低いのか、意識を変えるにはどうすれば･･･など様々な意見交換をしました。 

 



 

講座・講師派遣 

【大阪東ロータリークラブ例会にて講演】 

◆2016 年 2 月 18 日（木）◆帝国ホテル大阪  

◆「男女共同参画社会の実現」をテーマに、国の動きや課題、今後の

取り組みについて、分かりやすくお伝えしました。参加の方から「日本で男女共同参画が進まない

のは、男女の役割分担意識が強いからだと気づきました」との感想をいただきました。 

【今を楽しく生きる秘訣講座】 

◆2016 年 3 月 10 日（木）◆いきいきプラザ会議室 

◆主催：伊丹市社会福祉協議会、伊丹市立女性・児童センター 

◆連続講座「今を楽しく生きる秘訣」（全 4回）の 3回目、「地域や家庭で役立つコミュニケーシ

ョン力」を担当。コミュニケーションのコツを、笑いいっぱいのグループワークで体験していただ

きました。講座参加の有志がグループを作り、活動することになりました。 

 
 
 
 
 

イベント・セミナー 

【らしーくカフェ】 

◆毎月第２月曜 11：00～12：00 ◆女性・児童センター内 交流サロン講座室 

◆お茶代 100 円 ◆申し込み不要。当日直接にサロンにお越し下さい。 

お茶を飲みながら、気軽におしゃべりする「らしーくカフェ」を、新たにはじ 

めます。自分らしさについて、男女共同参画について一緒に考えませんか？ 

連携・協働事業 

【女子中高生のための関西科学塾と連携】 

◆科学技術振興機構（JST）からの助成を受け、関西地区の国公立大学が 

中心となって、女子中高生向けの事業を企画している「女子中高生のため 

の関西科学塾」と 2016 年度、らしーくが連携し、一緒に企画を考えるこ 

とになりました。 

【伊丹市教育委員会と協働】 

◆2016 年度も引き続き、伊丹市教育委員会とらしーくは、伊丹市の協働事業で、 

「キャリア教育」に取り組んでいきます。 

講座・講師派遣 

【地域や家庭で役立つコミュニケーション講座】 

◆2016 年 7 月 14 日◆貝塚市立浜手地区公民館 

◆貝塚市立浜手地区公民館主催の講座「さらに楽しい毎日になるコミュニケーション（仮題）」を

担当します。ワークショップで楽しみながら、コミュニケーションのコツに気づいていただきます。 

 

 ※人権、心理、健康等、様々な分野の講師を、らしーくから派遣。お気軽にお問い合せ下さい。 
 

  



【寄付・会員募集】 

「らしーく」の活動は、皆様のご寄付・協賛でま
かなっています。男女の縛りに囚われず、一人ひ
とりが自分らしくイキイキと生きることができる
まちづくりのためのご協力、本当にありがとうご
ざいます。 
 
・正会員  個人 年会費    5,000 円 

団体 年会費    10,000 円 

・賛助会員  個人 年会費 一口 1,000 円 

団体 年会費 一口 5,000 円 

【振込先】  

特定非営利活動法人あなたらしくをサポート 
・郵便振替口座 記号 14390 番号 18066961 

・他行より振り込みの場合 
店名  四三八(よんさんはち) 
口座番号  普通預金 1806696 

【あるいは、メンバーに直接お渡し下さい】 

♪ イベント等で、参加者の皆様に、プレ 
ゼントをさせていただく、企業様から 
の商品のご寄付も大歓迎です。 ♪ 
 

「らしーく」って？ 
 

【どんな活動をするの？】 

次にあげる特定非営利活動を行います。 

①男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

②子ども健全育成を図る活動 

③まちづくりの推進を図る活動 
 
【どんな事業をするの？】 

①啓発・セミナー事業 

②情報発信事業 

③組織支援・人材育成事業 

④調査・研究事業 

⑤相談事業 
 

【らしーく役員】 

代表理事 中田 香子 
副代表理事 石﨑 和美 
副代表理事 大林 千雪  
副代表理事 波多江 みゆき 
理事  片山 実紀 
理事  川﨑 かおり 
理事  田中 利明 
理事  中山 直子 
理事  星野 郁子 
理事  増本 有砂 
監事  川端 美智子 
顧問  高島 進子 

（神戸女学院大学名誉教授） 

顧問  朴木 佳緒留 
（神戸大学名誉教授） 

顧問  今井 小の実 
（関西学院大学教授） 

 
 
 
 

  
  
 皆さまに支えられ３年目を迎える「らしーく」は、４月より一人

ひとりが輝く社会や男女共同参画についておしゃべりする「らしー

くカフェ」をスタート。1回目の 4月 11日は、市民意識調査結果

や進路指導、ＣＭにまで話が及び、ユニークなアイデアも飛び出し

ました。「らしーくカフェ」は毎月第 2月曜日の 11～12時に開催

しますので、どうぞ気軽にご参加下さい。（Ｐ1参照） 

・・・ 編 集 後 記 ・・・ 

  

 

 

【201５年度会員】（敬称略） 相崎佐和子 足立和雄 渥美嘉子 天羽淑恵 安藤黎子 池田小夜子 井尻真紀 

伊藤計子 魚森英輔 魚森光代 後文男 大槻修 大津留求 恩塚百合子 柏原寿美枝 川上八郎 川島知子 
瓦谷よしみ 岸田真佐人 笹尾照美 笹山幸雄 櫻井幸典 芝田一也 荘司幸子 鈴木稲弘 鈴木初子  

砂田枝里 高塚伴子 虎谷めぐみ 中島照 長野嘉行 西口真美 西脇律子 濱昌央 林孝子 林智良  
藤田優子 宮村安規子 元見三郎 森崎敏子 森知子 保田栄昭 保田好司 保田憲司 山元佳代子 山本千恵 

湯里茂子 吉川扶美 吉永深  

【201６年度会員】（敬称略） 相崎佐和子 天羽淑恵 池田小夜子 大槻修 大津留求 大家美津子 柏原寿美枝  

川上八郎 川島知子  瓦谷よしみ 桜井周 笹尾照美 鈴木稲弘 鈴木初子 高塚伴子 泊照彦 虎谷めぐみ 
西村政明 濱昌央 松浦光代 宮村安規子 森崎敏子  保田栄昭  保田憲司  山薗有理 四本博文 

【らしーくボランティアスタッフ】※イベントの PR、ニューズレター配布等に、ご協力下さるスタッフさんです。 
（ご無理のない範囲で気軽にご協力いただける方は nporasiku@gmail.com までご連絡下さい） 
（敬称略） 相崎佐和子 大津留求 岸田真佐人 鈴木稲弘 鈴木初子 虎谷めぐみ 濱昌央 林やよい  
元見三郎 若松和子 

 

【イオン伊丹昆陽店 幸せの黄色いレシートキャンペーンでの応援ありがとうございます】 

 2015 年 9月～2016年 2月の毎月 11 日に、イオン伊丹昆陽店の黄色いレシートを、「らしーく」の地域活動

ボックスに入れて下さった総額が 1,106,528 円にのぼり、その 1％にあたる 11,000 円を、イオンギフトカードで

頂戴しました。多くの方々に、お買いでも「らしーく」を支えて頂いていることに、心よりお礼を申し上げます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんの方々に会員になっていただき、「NPO法人

あなたらしくをサポート」の活動を支えていただきま

した。お名前を掲載し、心よりお礼を申し上げます。 


